癒しの文化としてのシャーマニズム by 高見 寛孝
癒しの文化としてのシャーマニズム
一 　はじめに
　癒しとシャーマニズムとの関係については、すでに佐々木宏幹によって論じられている。佐々木によれば、シャーマンは
社会的存在として人々の不安・苦しみ・悩みを癒すことがその使命である。そして、シャーマンの持つ癒しの力についてアニミズムの視点から研究することが必要であるとしてい
る（１）
。さらに佐々木は、シャーマンによる癒しは心理・精神的補強の
役割を担っているとす
る（２）
一方、ホリスティック医学の視点から、癒しの概念には自然治癒力の重視・心の働き・信仰の力・
自然と人間との共生感覚などが含まれていることを指摘す
る（３）
。
　近代的医療設備が整う大学病院や総合病院で治療を受けても回復しない患者が、シャーマンによって治癒す 事例は数え
切れない。このシャーマンによる治療の中に自然治癒力や自然と人間との共生感覚といった癒しに関わる要素が含まれているということになる。
　シャーマンによる癒しは精神面に深く関わっており、その根底には神霊・死霊・動物霊といった霊的存在の関与が予想さ
れる。すなわち、霊的存在 の に何らかのトラブルを抱える人間がシャーマンによる癒しの対象となるのである。シャー
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マンは人間と霊的存在との仲介役としての役割を果たしているといえよう。こうした視点から、シャーマンによる癒しの問題について論じ、さらなる理解を深めたいと思う。
　そもそも「癒し」とはいったい何であろうか。その概念については多くの識者が論じているが、あまりにも漠然とし過ぎ
ていて捉えどころがない いうのが実情のようである。そこでここでは、宗教と癒しとの関係について積極的に論を展開している上田紀行の癒し論を中心に、癒しについて概観 おく
　上田は癒しの概念を個人の視点からではなく、個人を取り巻く様々な他者との関係性から説明しようとする。この場合の
他者とは人間だけではない。個人 取り巻くすべて 存在である。さらには個人にお ても「心と体」との関係が問われる。「人と人」 、 「人と宇宙」 、 「心と体」の三つの関係性から成るネットワークが調和した時に人は癒される、というのが上田癒し論の骨子である。ここにいう「人と宇宙」の宇宙は自然ばかりではな 霊的存在や霊的世界までも含まれているようであ
る（４）
。
　上田がフィールドワークを重ねているスリランカでは、人間に憑依した霊的存在（悪魔）を追い祓う大掛かりな儀礼が行
われる。その悪魔祓い儀礼の構造につ 上田は、 「それは患者と悪魔が互いの存在を受容しあい、ともに心を開きあうことで、互いが敵と て存在する ではなく、味方同士なのだというこ を確認する和解の場なのだ。それは、患者と悪魔の癒しあいであ と言ってもい 」と解説す
る（５）
。ここに語られている患者（人間）と悪魔（憑依霊）とが互いにその存在を認
め合い、そして和解することが癒しであると る見解は、わが国 シャーマニズムにおけ 憑物落しに対 て示唆するところが大き 。
　上田癒し論を要約すれば、個人と他者（人間・自然・霊的存在）とのネットワークを回復し、調和することで和解が成立
する。その他者との和解の中に癒しが生まれるというものである。このよう 癒し論 、心 身体とを一体 みるホリスティック医学に通じてい
る（６）
。
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　ホリスティック医学では、シャーマニズムにおける治療を重視する。 「未分化な状態でのホリスティックなアプローチと
いうのが、シャーマンの中にはあ
る（７）
」と見なしているのである。近代医学の知識や技術を以てしても治らない病気がシャー
マンの力によって治癒されるのは何故か。この何故の答えが癒し論の中に発見できるのではないか。それが本稿執筆の目論見である。
　霊的存在との和解を説く上田癒し論や、霊的存在との関係を重視するホリスティック医
学（８）
は、アニミズムの視点からシャ
ーマンの癒し力を追求し うとする佐々木シャーマニズム論と通底しているように思われる。そこで筆者は、これら三つの論を視野に入れながら、シャーマンの持つ癒し力（治癒力）の源泉に迫ろうとするも である。この問題はシャーマニズムばかりではなく、日本の宗教文化ひい は「人間と宗教」という大きな課題にも迫 可能性を秘めていよう。
二 　シャーマニズムにおける治癒
　シャーマンの許を訪れる人々の悩みは多い。夫婦問題、子供の非行、失せ物、合格祈願、経済的困窮などなど、ありとあ
らゆる家庭の問題が持ち込まれる。そうした悩みの中でも特に多いのが病気の問題である。医者の治療を受けても原因がわからず、病状の回復しない病人やその家族がシャーマンに救いを求めに行く。中には怪我や病気の原因がはっきりとしていてもそれに納得せず、隠れた原因がある ではないかと疑ってシャーマンを訪ねる人もいる。
　沖縄の事例をひとつ紹介することから始めよう。　事例① 　Ｂ子さんは沖縄の女性で、結婚後まもなく双生児の赤ちゃんが生まれました。ところが、生後二週間くらいのと
きに添い寝をしていて、片方を窒息死させてしまった す。それで、お姑さんあたりからも非難され、もちろんＢ子さん自身も悩み、自殺 ようかとまで考えました。御多分にもれず、お姑さんといっしょに沖縄のユタのところへ行きました。
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ユタとは、奄美・沖縄のシャマン（巫女）の通称で、現在のわが国では東北のイタコとともに最もよく知られたシャマンの一つです。
　すると死んだ赤ん坊が出てきたのだそうです。その子がユタの口を借りてＢ子さんに、 「自分は感謝している」というこ
とをさかんに話したのだそうです。自分は途中で流産されてしまう運命だった。だけどちゃんと産んでくれ名前まで付けてもらって、お母さんやお父さんの顔も見たし抱いてもらった、それだけで自分はとても感謝している、 いうことをＢ子さんに話したのです。それでこ Ｂ子さんは救われて、お姑さんも柔らかくなっ
た（９）
。
　自分の不注意によって子供を窒息死させてしまった母親が姑に責められ、また自責の念に駆られて苦悩し、自殺まで考え
るようになった。救いを求めてユタを訪ねたところ、死んだ子供の霊がユタに乗り移り 恨み 言葉どころか感謝の気持ちを伝えた。その感謝の言葉に母親は癒 たのである。自分に対 子供は当然恨みを抱いていると思っていたであろう。
　もしもＢ子が高い霊能力を有していたならば、夢などの回路によって子供の死霊と直接接触・交流をして、謝罪の言葉を
伝えるとともに、子供 気持ちを聞くことができた あろう。残念ながら、Ｂ に そうした霊能力がなかった。その めシャーマン的宗教者であるユタが登場する ある。
　ユタはその高い霊能力を使い、この世の存在であるＢ子（母親）とあの世の存在である死霊（子供）を結び付けて和解さ
せ、この世で失われた親子の関係を新たな関係として構築することに成功したのである。こ ことによってＢ子は癒されたと考える とが きる。
　以下、筆者自身による長崎県下の調査事例を用いながら、シャーマニズムと癒しと 関係について考察を進めたい。
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　〈シャーマンと巫病〉　事例② 　Ｋ・Ｈ女（長崎県平戸島）　Ｋ・Ｈ女は幼少の頃から霊感が強かった。例えば、家にやって来た人にどのようなインネン（霊的存在との関係）がある
のか自然とわかるのである。十九歳の頃には旅の修行僧たちから「あなたは信仰の道に入る人だ」と言われるようになった。三三歳の年に自然と目が見えなくなり、その後両眼とも失明してしまう。そこで三八歳の年、日蓮宗の修行僧と一緒に佐賀県小城にある霊場に赴き、滝に打たれるなど 修行をするようになった。
　人々が悩み事を相談に来るようになったのもその頃であった。依頼のほとんどは病気に関することで、病院で診察を受け
ても病名すらわからないまま苦しんでいる人たちであった。そういう人たちの病気の原因が「インネンサン」ならＫ・Ｈ女は治すことができる。インネンサン いうのは、自殺 不幸な死に方をして成仏できないままでいる霊や あるいは供養をしてほしいと催促してい 先祖の霊など ことであ 。
　原因不明の病気で苦しんでいる人が訪ねて来た時は、まず病人本人に対してお経（オジュバ釈迦経）を唱える。病気の原
因が霊による場合、その病人の手が震え始める。これをテカゼという。霊がホトケ 場合 は胸の前に合わせた両手が下降り、カミの場合には上に向かう。
　病気の原因としては、本人かあるいは先祖が殺した蛇や猫の霊、水子や落 などのホトケの霊、恨みを懐く人の生霊、あ
るいはカミなど あり、これら霊的存在（インネンサン）がサワリ す こ で病気になるのである。サワリには霊的存在がその人の身体に憑く場合と憑かない場合 がある。
　サワリをしている存在がカミや蛇・猫の霊の場合には、Ｋ・Ｈ女の祭壇に祀られている神仏（日蓮・釈迦・多宝如来・八
大龍王・大黒天・天照大神・八幡大神・春日大神・サイジョウ様・鬼子母神・不動明王）から原因や対処方法などを教えてもらう。ホトケや生霊 場合 は、病人に対して経を唱える すると病人に憑いている霊がカゼとなって出て来る。そして、
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どうして憑いたのか、どうすればよいのかなどといったことについて直接話をする。
　事例③ 　Ｉ・Ｓ
女
）（（
（
（長崎県福江島）
　Ｉ・Ｓ女は幼少の頃より宗教に異常な関心を示し、寺に行ってはお経を読むのが大好きであった。十七歳の時には「般若
心経」を諳んじて唱えることができるほどになっていた。仏師であった祖父の影響（Ｉ・Ｓ女は「深い因縁」があったと表現している）を受け いるのであろう。
　Ｉ・Ｓ女が十二歳の年に母親が亡くなったため、兄弟の面倒を見たり、家事を任されることとなる。二十歳で結婚する
が、十ヶ月目には夫が病気で倒れ、十年目 昭和十六年 は帰らぬ人となってしまった。残された四人の子供を育てるため、Ｉ・Ｓ女は身を粉 して働き、その一方益々信仰の念を深くしていく。
　そのような苦労の生活 続く中、三一歳になった昭和十七年、ある人物が夢枕に現れて「すがってくる者は助けてあげよ。
そうすれば相手も礼をするぞ」と告げ 礼金を差し出す仕草をして見せた。そ 物は上半身だけで、しかも顔は見せなかった。このことを経験してからＩ・Ｓ女は祈禱師としての道を歩むようになる 祈禱師 いうのは、人の「因縁・因果」解く力を持つ者のことであると説明する。昭和二四年に四国 真言宗寺院で得度式を受け、昭和四五年になると高野山において教戒教師の資格を取得した。
　Ｉ・Ｓ女を頼って来る人々のほとんどが原因不明の病気で苦しみ、医者からも見放された者たちである。そのような人が
訪ねて来ると、まず祭壇の前で向き合い、Ｉ・Ｓ女が「般若心経」 「不動のケンモン」というお経を唱える。その時依頼者は心の中で自分の名前と生年月日を唱えるようにする。すると病気 原因となっているインネンがＩ・Ｓ女の動作となって現れる。例えば、依頼人の争い 相手 なっている者の名前を畳の上に書いたりする。または「医者に行けば病と言われるであろうが、そなたは病ではない ニチリンサン（太陽）に雲 掛かっているように、そなたの心にも雲 掛かっていだけであるぞ。助けてあげ ぞよ」 どと告げたりすることもある。こうした言動はＩ・Ｓ女が意識して行っているのでは
癒しの文化としてのシャーマニズム
一二一
なく、祭壇に祀っている弘法大師・不動明王・観音菩薩・釈迦如来などによってさせられている。
　事例④ 　Ｋ・Ｎ女（長崎県福江島）　Ｋ・Ｎ女は中山身語正宗の布教師である。昭和四十年五月、体調を崩した友人が病院で治療を受けても回復しないため、
先代布教師であった坂口女の許へ相談に行くことにした。Ｋ・Ｎ女はその友人の付き添いとして同行する。病気に苦しむ人たちが多く集まってい 。坂口女は友人の病気を水神のサワリによるものと告げた
　その頃Ｋ・Ｎ女は長男の非行に悩まされており、そのことを相談するため後日ひとりで坂口女を訪ねた。坂口女はオザモ
ンというお経を唱えながらＫ・Ｎ女の背中を撫でてくれた。これを「お済度」と呼ぶ だが、そのお経の声がありがたくてありがたくて、Ｋ・Ｎ女の目からは涙が止めどなくあふれ出るのであっ また、坂口女 口から「弘法大師の親様を通して、今日はそなたをここに連れて来た」という声が聞こえた。これは本尊として祀られていた不動明王が坂口女 口を借て話したと解釈され いる。このように霊的存在が人間の口を通して語る と 口中が開く」 か「お慈悲をいただく」と呼ぶ。
　坂口女の説明によると、Ｋ・Ｎ女の姑の実家が死に絶えてし った後、その先祖を誰も供養 者がいなかった。そのこ
とを知らせるため姑の実家の先祖 ちがＫ・Ｎ女につ く当たり、長男を非行に走らせていた。
　その後Ｋ・Ｎ は坂口女を親先生として修行を続け、宗教者とし の道を歩くこととなる。佐賀県にあ 中山身語正宗の
総本山龍光徳寺におい 得度式を受けたのは昭和五十年のことであっ 。
　事例⑤ М・Ｏ
女
）（（
（
（長崎県福江島）
　М・Ｏ女は四歳年上の姉とのふたり姉妹であった。幼少 頃に両親とも家を出 行った め 姉 もども親類の家に預け
られて育ち、非常につらい日々を過ごさなければならなかった。
　二十歳の年に結婚する。その頃、白昼石灯籠 追い回される経験をした。二四歳 なった時には肝臓を悪くして四十日間
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も苦しんだ。そうしている内に神の声が聞こえるようになったけれども、神仏の存在を信じていなかったから、自分には狐か何かが憑いているのだろうと思った。病院で治療を受けても、病状は少しもよくならない。
　三二歳の頃、背中に大きな腫物が出来て苦しんだ。大きく腫れてはいるのだが、少しも膿が出ない。そうしたある日、腫
物の痛さがひどいので仕事に出掛けることもできないまま、家で屈み込んで頭を下げていると、いつの間にか白袴と紋付を着て烏帽子を被った男 人がどこからともなくやって来てМ・Ｏ女の前 立 ていた。その人はメツンバリ（オバマともいう）の葉を煎じて飲み、タコの印の付いた青 吸出の膏薬をつけるように告げると、消えるように立ち去って行った。
　三五歳になった時、夫が両眼の視力をほとんど失ってしまう。酒好きの夫が誤っ メチルアルコールを飲んでしまったの
である。そのためМ・Ｏ女は女手ひとつで夫と六人の子供たちを育てな ればならなく 。四七歳 年、今度はМ・Ｏ女自身の目が見えなくなってしまう。そ 当時ちょ ど福岡県から修行僧 島に来ていたので 身の上について相談するために訪ねた。すると「ミクジが出 いるよ。神を拝まんといかんよ。拝まんかったら一年 内に死ぬよ」と告 られた。それからは、今まで自分が苦しんできたの 、オカミサン（神仏）がカミ信仰するように催促していたのだと考 なった。オカミサンを信仰することを決心し、その修行僧 師匠 して三年間修行 続けた。その僧 連れられ 各地の霊場を巡り、無言行や水行 積み重ねた。そして昭和三三年、大分県玖珠町にあるキュウホウ堂で免許を取得し 。五十歳の年である。師匠の修 僧もそのキュウホウ堂から免許を受けていた。
　〈シャーマンによる治癒
―
長崎県平戸島〉
　事例⑥ 　原因不明の病気になっている状態のことをカザケと呼ぶ。カザケの人は何かに憑かれているので、ホウニン（ダ
イニンとも呼ぶ）に拝んでもらい、そのカゼ（カザケを引き起こしている霊的存在）を身体から引き離してもらわなければならない。ホウニンがカザケの人を拝むと、その人からカゼがホウニンに乗り移り どうして憑いたのか、どう ればよい
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のかなどをしゃべり始める。
　カゼのひとつにヤコがいる。ヤコは猫くらいの大きさで、山の中をウロウロしている。話者はこれまで四回見たことがあ
る。初めて見た時は四匹であったが、本当は八匹いる。だからヤコと呼ばれる。一列に並び、後ろのヤコが前のヤコの尻尾を銜えながら連なって歩いている。足は短い。
　家に戻ったところ、今まで見えていた床の間の掛軸の「天照 神」という文字が見えなくなっていた。これは何かに憑か
れているのでは いかと思い、ホウニンに聞きに行った。するとカザケがホウニンに乗り移り、 「ヒッツコウとは思わなかったが、あまりに自分のこ を、毛がこうだとか、足がどうだとか言うもんでヒッツイタが、すぐに離れる」など しゃべった。話者はホウニンの指示に従い 団子を作ってヤコを見た場所に供えに行った。
　事例⑦ 　自宅を改築した時、オコジンサン（荒神）を祀 神棚を取り壊し、オコクラ（小宮）を別の場所に移した。新し
く造った神棚は元の場所よ も低い位置であ た。そ したところ 小学三年生の孫の足が動かなくなり 歩くこともできなくなってしまった。一週間ほど学校を休み、その間病院で治療を受けたがよくならない 「何かのサワリ あるのではないか」ということで、近所に居たホウニンに拝ん もらった。する 「オコジンサマがサワッテいる 今の場所は高い所はあるが、元の場所で祀 てもらい いと言っている」と告げられた。そこで元の場所に神棚を造り直した。孫の足 すぐに動くように り、学校にも通えるようになった。
　事例⑧ 　話者がノイローゼのような状態になった。そこで評判のよいオカミサマ（ホウニン）にその原因を聞きに行った。
オカミサマに 、尋ねに来た理由 つい 何も説明しなか た。オカミサマからは「あなたは私が拝んでいる最中に聞き得るか（質問することができるか） 」と言われ 。話者は「聞き得る」 答えた。オカミサマは拝み始めると、手に持っていた御幣で畳の上に ルを書 た。それを見 話者 、ど いう意味なのかすぐに理解することができた。それはどういうことかというと、当時話者は自宅の便所を埋め立てて た マル 便所の穴を示してい のである 便所を埋める時 は穴の
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中の汚物をきれいに汲み出し、息抜きをしてから埋めなければならないと言われていたが、話者はそれをしていなかったのである。そのため便所のカミサンにヒッツカレ 、ノイローゼになっていたのである。そこでオカミサンに自宅まで来てもらい、埋めた場所 拝んで詫びてもらった。
　事例⑨ 　母屋から少し離れて二階建ての洋館がある。その洋館の屋上に地蔵が祀られている。この地蔵を祀るようになっ
たいきさつは次のようなものであった。ある日話者が庭で転んで膝に怪我をした。大し 怪我ではなく、病院に行くこともなかった。転んだ原因もはっきりとしていた。当家は山肌を削っ 整地した場所 あるが、庭は舗装などされておらず、石ころがゴロゴロして た。話者はそうした石ころのひとつに蹴躓いて転んだのである。ところが話者は納得する とができなかった。 「なぜ転ばなければならなかったのか。何かあるのではな か」と疑って、ホウニンに転んだ原因を聞きに行ったのである。するとホウニン 「この家を建てる時、金神除けをしてい か たため、金神にサワラレテ る」と告げた。話者がどうすればよいのか問い質すと、金神 地蔵 祀れという あった。
　事例⑩ 　当家では昭和二二年に製材業を始めた。ところが商売はうまくいかず、家族間でももめ事が絶えなかった。何事
かあるのではないかと思い、親戚に紹介され ホウニンを家に招いて拝んでもらった。するとホウニンは「製材所を建て時に土地を掘ったであろう。その時に塚か何かが出て来たであろう」と言う 思い出してみると、鋸を据えるために穴 掘った 、石を積んだ塚 出て来て た。ホウニンが拝み始めると、その塚 霊がホウニンに乗り移り 「私は阿波国の落人で、死んでから二八〇年になる。私を神として祀れ」と告げた。家人が「シリョウ（死霊）を神と は祀れない」と答え ところ、 「この家の神として祀れ」と言うので、近くの河原から拾って来た自然石を御神体に て、屋敷神として祀るようになったのである。
　事例⑪ 　話者の父親が腎臓を患って通院していたが、経過はあまり思わしくなかった。そうしたある日のこと 散髪を終
えて床屋から帰って来た父親が、 「身体がなんだ ゾクゾクする」と言って寝込んでしま 。何かにヒッツカレテい の
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ではないかということでホウニンを家に呼んだ。ホウニンが父親を拝み始めたところ、 「ヒョー、ヒョー、ヒョー」と家の外で何かが鳴いて る声がした。ホウニンが障子を少し開けるように指示した。家人が言われるままに障子を開けると、その声が屋内に入って来たような気がした。するとガワッパがホウニンに乗り移り、 「ここのオジが床屋に行った。折口橋を渡る時に黙って通った。自分たちは水浴びをしていてびっくり てしまった。それでカカリツイタのだ」と語った。そのような話をしな ら供えられた焼酎を茶碗 ガブガブ飲み、団 しきりと食べ続けていた。このホウニンは普段焼酎など飲むことはない。
　家人が「どうしたらいいんですか」と質問すると、 「団子三三個とブエン（刺身）三三切をどこそこに持って行って供え
ろ」とガワッパがホウニンの口を して答え 。急いで供物 準備し 指定された田に持 て行って供えた。 も同行し、供物の前で拝んでくれた。するとすぐに烏が舞い降りて、供物を残らず食べて まった。ホウニンによれば、それはカミが供物を受け取ったこと 示すものであ
　烏が供物を啄んでいた頃、家では父親が七転八倒の苦しみをしていた。ホウニンの説明によれば、ガワッパが父親の身体
から離れていたからだ いう。ホウニンの口を借りてガワッパ 「我々をビックリさせなければ何もしない 急にビックリさせるからカ リツくん 」とも語った。話者によれば、橋を渡る時には咳払いをするようにと言い伝えられている。また熱が急に出て、原因もわ ず医者でも治せないような病気はヤコやガワッパにヒッツカれている 考えられている。
　事例⑫ 　屋敷の裏側に自然石を積み上げた祭祀場がある。牛神様を祀るものと伝えられている。姑が生きていた頃は、村
の牛祭りの日に海岸 マサゴ石（丸い自然石）を拾って来て供えていた。宗教者を呼ばずに家族だけで祭ることをテマツリという。姑が亡くなっ からは何もせずに放置したままであった。
　ある年のこと、末娘に水膨れが出来て、病院で治療を受けても少しもよくならない。 「何かのサワリではないか」と考え、
ホウニンを家に呼んで見てもらうことにした。ホウニンが娘を だ後、 「どこ のオカミサンば不能に とらんか」と聞
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かれた。牛神様のことだと思い、 「ばあちゃんが生きていた頃はテマツリしていましが、最近は私たちも忙しいので拝んでいません」と答えると、 「その人が拝んでもらいたいと言っている」と告げられた。
　この時はホウニンの頭の中にオカミサマ（お稲荷さん）が入り込み、オカミサマが話をしているようであった。 「お稲荷
さん」はホウニンの守護 で、 のこ は広く知られている。ホウニンは自分が喋った内容を覚えていなかったということで、オカミサマ（お稲荷さん）自身となって話をしていたと見なされている。一方、娘の水膨れの原因となってい 牛神様に対しては「サワラレタ」と表現していて、娘の身体に憑依し たとは考えられていない。霊的存在が身体に憑依することは「ヒッツカレル」とか「ツカレル」と う。
三 　『遠野物語』の九九話をめぐって
　前節では、シャーマニズムと癒しとの関係を明らかにするため、シャーマンと霊的存在が直接接触・交流する事例を取り
上げた。霊的存在と意図的交流を計り、癒しへと導く役割を担っているのがシャーマンであるこ 確認できたこ と思う。その一方で、日本文化の中に シャーマンではない者と霊的存在との非意図的交流も見られる。そのよく知られている事例が『遠野物語』九九話である。
　事例⑬ 　柳田國男著『遠野物語』九九話（角川文庫版、改版二一版、一九七九年）　土淵村の助役北川清といふ人の家は字火石にあり。代々の山臥にて祖父は正福院といひ、学者にて著作多く、村のために
尽くしたる人なり。清の弟に福二といふ人は海岸の田の浜へ婿に行きたるが、先年の大海嘯に遭ひて妻と子とを失ひ、生き残りたる二人の子と共に元 屋敷の地に小屋を掛けて一年ばか ありき。夏の初めの月夜に便所 起き出でしが、遠く離れたる所にありて行く道も浪の打つ渚なり。霧の布きたる夜なりしが、その霧の中より男女二人 者の近よるを見れば 女は
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まさしく亡くなりしわが妻なり。思はずその跡をつけて、はるばると船越村の方へ行く崎の洞ある所まで追ひ行き、名を呼びたるに、振り返りてにこと笑ひたり。男はと見ればこれも同じ里の者にて海嘯 難に死せし者なり。自分が婿に入りし以前に互ひに深く心を通はせたり 聞きし男なり。今はこの人と夫婦になりてありといふに、子供は可愛くはないのかといへば、女は少しく顔の色 変へ 泣きたり。死したる人 物言ふとは思はれずし 、悲しく情なくなりたれば足元を見てありし間に 男女は再び足早にそこを立ち退きて、小浦へ行く道 山陰を廻り見え なりた 。追ひかけて見 りしがふと死したる者なりと心付き、夜明まで道中に て考へ 朝に て帰りたり。その後久しく煩ひたりといへり。
　　悲哀に満ちたこの物語に人々は心を打たれてしまうようだ。これまでに多くの識者に取り上げられ、解説が加えられてい
る。ここでは、三浦佑之 赤坂憲雄、田中康裕そして河合俊雄の最新研
究
）（（
（
を参照しながら癒しの問題に迫りたい。
　この物語の背景を確認しておこう。文中に「先年の大海嘯」とあるのは、明治二九年（一八九六）六月十五日に発生した
三陸大津波の と ある。登場人物の北川福二は、佐々木喜善の大伯父に当たる人で、昭和四年（一九二九）に没して
る
）（（
（
。
『遠野物語』刊行時にはまだ健在であった。よってこの物語は、福二本人の体験談として直接喜善に語られたと考えてよかろう（河合俊雄他編『遠野物語 　遭遇と鎮魂』 、二 五ページ、以下ページ数 みを記す） 。
　福二の生家は修験道寺院であった。福二自身がどれほど山伏として 修行を積んでいるのかわからないが、幼い頃から神
仏に接し、父や祖父の行う修験道儀礼なども間近に見ていたに違いない。 うしたことが霊的存在（妻の幽霊）との直接接触を促す遠因になったと考えられる。
　福二は婿養子として他 へ入る ととなる。おそらく親同士によって取り決められた婚姻であった だろう。福二の恋愛
については何も語られていないが、妻とな 女性に 「深く心を通はせ」ていた男性がいた。それでも福二と妻との間には三人の子供が生まれ、親子五人家族の生活が営まれていた。ところが、その家族生活は大津波によってズタズタに引き裂か
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れてしまう。妻と子供ひとりを失ってしまったのである。
　残された子供ふたりと粗末な小屋住まいをしていた福二が、津波から一年ほど過ぎたある夏の夜に亡き妻の幽霊と出逢い、
そして語り合う。この物語のメインテーマである。福二が妻の幽霊に出逢う意味とは何であったのか。三浦佑之が「妻の幽霊に出逢って救われたという思いが心のどこかに 」 （ 一五ページ）と指摘しているように、また赤坂憲雄が和解の機会として「幽霊との出会いが必要だった」 （二二〇ページ）と述べてい ように、妻との再会は福二の心理投影であり、福二自身が望んでいたことであったろ 。
　亡き妻との再会は果たせたのだが、和解は成就したのであろうか。物語の最後に「その後久しく煩ひたり」とあることか
らすれば、福二は癒されてはおらず、和解は失敗したのである。それは何故か。
　福二が妻の名を呼んだ時、妻は「振り返りてにこと笑ひたり」と るのは、あの世で幸せに暮らしていることを願ってい
た福二の心理を反映してのこと ある。一緒に現れた男は昔の恋人であり、 「今はこ 人と夫婦 なりてあり」と告げる妻。このことも福二が望んでいたことであっ ろう。積極的に働きかけることはなかったにせよ、自分のため 恋人 仲を裂かれてしまった妻への呵責の念に耐え続け いたは である。死んだ後も妻の自由を奪おうなどとは思っていなかった。せめてあの世では好きな男性と幸福に暮ら てもら い その願いがあっ ればこそ、妻を「 こり 笑わ」せたのであるだが、そこに死んだ子供 姿は見えなかった。そう、妻と 津波 飲み込ま た子供はどうしたのであろうか。生き残ったふたりの子供は福二が育てていくであろうし、近い将来母親とな てくれる女性が現れ かも知れない。だが、津波で死んだこどもはひとりぼっちにされ る。そのことを憂えた福二が「子供は可愛くはないのか」と問 のであり、妻冥婚を非難しているわけで ない（ 二五ページ 二三四ページ 二四六ページ） 。死んだ子供 とが解決され いままで福二が癒されるはずもなく、 「久しく煩ひたり」と 結果を見るこ なっ 。
　死者との和解を果たすためには、死者との直接交流が必要となる。佐々木宏幹が指摘するアニミズムの活性化である。通
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常はそこにシャーマンが介在するのであるが、福二の物語のようにシャーマンの介在なしに霊的存在との直接接触・交流が果たされる ともある。その可能性は現在でも変わらない。二〇一一年三月十一日に発生した東日本大震災に関する事例をいくつか紹介してみよう。
　事例⑭ 　たどり着いたのは気仙川のほとりだった。すでに数人が集まっており、懐中電灯を握りしめて周辺を見回してい
た。足元すら見えないほどの真っ暗闇だ。後から来た者たちは瓦礫に足をとられて転びそうになりながら川へ近づいていくと、先に来て た人 ちに尋ねた。 「なあ、幽霊が出たのか？ここに出たのか？」一人が答えた。 「ああ、そうらし 。けど、見えねえんだよ。どこにいるのかわからねえん 」 「その幽霊はどういう顔をしていたんだ」 「知らねえよ。見えねえんだから」集まった人々は真剣な顔をしてライトを ちらこちらに向け 。交差するライトの明かりが彼らのはやる気持ちを表している。しばらくして、一人が寂しそうな声でつぶやいた ああ、いなくなっちまったのかな、 ・・・・津波で死んだ人間の幽霊だったら会い かったのに」それを聞い ようやく、私は事情を飲み込むことができた なぜ大の大人が幽霊が出たと聞いてここに駆けつけ のか。それは、行方不明の肉親に会 いという一心だったのだ。遺族としては、遺体 見つからないのならば、せめて幽霊であ てもいいから再会 たいと思う。それで幽霊が現れ と 話 聞いた途端に、先を争うように気仙川のほとりに駆けつけたの
だ
）（（
（
。
　『遠野物語』に登場した北川福二は、亡き妻との再会を果たすことができた。妻の姿を目にすることができ、そして言葉
を交わすこともできた。癒しまでには到 なかっ が 和解の機会 持つことはできたのである。それに対して、この物語に登場する人々は肉親の影さえ見る できて ない。遺体が見つかって な 人たちにとっては、肉親の死を受け入れることができないのであろ 。もしかしたらどこかで生きている かも知 ないという思いを懐きながら 人は未来へ 歩みを進めることはできないの ある 肉親 死を確認することは、今までこの世の存在であっ 人と 関係を断ち切り、あ
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の世の存在として新たな関係を構築することに他ならない。そのためにも幽霊との出会いは必要だったのである。では、現代人は霊的 の直接接触・交流する能力を失ってしまったのであろうか。いや、違う。東日本大震災で肉親を亡くした人たちの中から、多く 遭遇譚が語り始められている。
　事例⑮ 　「私は津波で母親を失いました。それ以来、毎晩のように死んだ母親が夢に現れて消えないのです。昼間うとう
ととする時ですら母親が現れる。ついに私はノイローゼになってしまい、眠れなくなるし、一切のことが手につかなくなってしまいました。それで、盛岡に来たのです」Ｋさんは母親と親戚二人を失 ていた。 （中略）親戚 遺体は三月の下旬に見つかったが、母親の遺体だけはいつまで経っても発見されなかった。Ｋさんは夏ぐらいから、頻繁に母親 夢を見るようになった。母親 恨めしそうな表情でじっ 目を向けてくるのだ。夢 母親が出てくる頻度はどんどん高くなり、や て昼間バスでう た寝をしている時ですら現れるようにな 。 母親の夢を見る度に 手を合わせて「私だけ助かってごめんなさい。お願いだから恨まないで。成仏して ださ 」と謝っ
た
）（（
（
。
　肉親であれば、死んだ近親者に幽霊でもいいから会いたいと望むのは、先の事例に見た通りである。ではなぜＫ女は死亡
した母親が夢に現れることを恐れ、直接接触・交流を拒絶しようとするのか 実は深い理由があ た。Ｋ女が夫と別れることになった原因が母親にあり、その めＫ女と との親子関係は冷めたも となり、地震が起き 時に母親を助けに行なかったというのである。この が負い目となり、Ｋ女は母親の霊に脅えるように った。
　Ｋ女と母親との和解は可能であろうか。和解するためには母親の霊と直接接触・交流することが必要であるのだが、Ｋ女
自身がそのこ を拒絶しているのであれば 事例①にあるようなシャーマン的宗教者 る介在が求められる かも知れない。
　次に取り上げる事例⑯～事例⑱は、血縁関係にない者同士の霊的交流を伝えている。原文は長文であ ため、ここ は要
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約して紹介する。
　事例⑯ 　ボランティアとしてガレキの整理や遺品の分類などの作業を行っていた人たちが、ある日遺体の捜索活動に加わ
るよう指示された。その理由を尋ねると、ある場所で自動車事故が発生した。その場所は直線道路で、通常であれば事故など起きるはずはない。車を運転していた者によると、車内に突然「助けて」という子供の叫び声が響いた。その声に驚いてハンドル操作を誤ったということであった。その場所に霊が居るのではないのか ことになり、神主にお祓いしてもらった。すると神主 事故現場近くの廃車場 指し示し の中のバスに取り残された遺体があるから探し出して供養するようにと言う。その言葉通り、つぶれたバスの座席と座席 間から ひとり 子供の遺体が見つかっ
た
）（（
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。
　事例⑰ 　仮設住宅で孤独死を迎えたある老婆の話である。その老婆の遺品を町役場の倉庫で保管してお ところ、誰も
いないはずの倉庫の中から人の話し声が聞こえてきたり、誰かが食事をしている音がするとのうわさが広まった。そこで神主にお祓 してもらった 倉庫の不思議な 象はなくなったのだが、今度は老婆 暮らしていた仮設住宅の部屋から「寒い、寒い」と う声が聞こえてくるようになった。役 の職員 ヘルパーのふたりがその部屋を訪れたところ、 「今は何もなくなったお婆さんの部屋の中に、布団を一枚敷い 上にお婆さんが座っ るのが見え」たという ある。生前老婆の世話をしてい ヘルパー（五十歳代の女性）は、平然とその老婆と会話を始めた。「おばあちゃん、どうしたの」「ひざ掛けが だよ」「お婆さんのお孫さんが作ってくれたひざ掛けのこと」「そうだよ、あれがないと のよ」翌日、役場の職員が押し入れの中にひざ掛けが一枚残っているのを発見した。そのひざ掛けを他 遺品と一緒に保管すると、老婆の声はしなくなっ
た
）（（
（
。
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　事例⑱ 　津波に襲われた人々が逃げ込んだ神社での物語である。境内で焚火をしていたある日の夕方、見知らぬ若い女性
がひとりでやって来た。やさしく声を掛けられたその女性は「子供たちを連れて来る」と暗闇の中に消えて行く。ところが夜更けになってまたその女性が現れた。応対した者によると、女性は子供の手を引き、赤ん坊を抱いて石段を登って来た。深々と頭を下げたと思 たらその姿は消えていた。気が付くと三歳ほどの と赤ん坊のふたつの遺体が並べて置かれ いた
）（（
（
。
　　ここに取り上げた話は「今は昔」の物語ではない。今語り始められた物語である。 『平成遠野物語』と称してもよい。
百十五年の時空を超えて、日本人の心の奥に潜んでいた精神世界が蘇ったということであろうか。人々はなぜ死者 声を聞き、死者の姿を見、死者と語り合うのであろうか。
四 　おわりに
　近代医学の知識や技術を用いても治すことのできない病気を、なぜシャーマンは治癒させることが き のか。この課題
を癒しの視点から論じてきた。まず事例②～事例⑤までに見られるシャーマン化の過程において、実はシャーマン自身も原因不明の病気や苦悩を抱え い Ｋ・Ｈ女は失明するとい 不幸を経験することで神仏に仕えることとなるが、幼少の頃より霊感が強かったのは生まれながらにそうなる運命にあったのである。このことを奄美・沖縄地域のユタのカミダーリィ
）（（
（
と照らし合わせると、神仏の催促（アニミズムの活性化）を拒むことで失明し、その後自分に与えられた運命を受け入れ
る（和解）ことでシャーマンと守護神という新たな関係性が構築されたと捉える とができる。そして人助けという新たな役割（社会的認知）を獲得するこ で癒されたのである。このことは事例⑤のМ・Ｏ女に典型的に現れているが、事例③の
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Ｉ・Ｓ女、そして事例④のＫ・Ｎ女についても同じ過程を経たと思われる。模式図を描くとすればアニミズムの活性化＝霊的存在との直接接触・交流→人と霊的存在との和解→新たな関係性の構築→癒し、ということになるであろう。こ 模式図はシャーマンによる治癒にもある程度当てはめることができよう。
　事例⑧では、話者がノイローゼになった。シャーマン的宗教者が介在することによって便所神が前面に立ち現れる。アニ
ミズムの活性化である。そしてシャーマン的宗教者を仲立ち して霊的存在である便所神と和解している。
　この話者は病院に 行かず、最初からシャーマン的宗教者を訪れている。そして、シャーマン的宗教者 畳の上になぞっ
たマル（霊的存在からのメッセージ）が何を意味するのかすぐ 理解している。つまりノイローゼの原因をある程度理解してい と考えられる。それを確認するために 訪れたのであろう。話者とシャ マン的宗教者は憑霊文化を共有してい
る
）（（
（
。共有しているからこそ治癒できたのである。近代医学では切り捨ててしまう文化を、治癒のネットワー
クの中に組み込んでいる。そうすることで病人自身 納得でき のである。換言するならば、シャーマニズムにおける癒しは自分自身との和解 うことができよ
う
）（（
（
。
　事例⑦・事例⑨・事例⑩・事例⑫においてもシャーマン的宗教者が介在することによって家人の怪我や家庭内のいざこざ、
子供の病気の原因が霊的存在であると判断され、それらと新 な関係が構築されてい この場合も両者（ ン的宗教者と依頼者）が同じ憑 文化を共有してい ことが前提となっている。
　前半で取り上げたシャーマンによる意図的霊的存在との直接接触・交流に対して、後半では非意図的な直接接触・交流の
事例を取り上げた。 『遠野物語』の中に伝えられ る北川福二の物語である。事例①で確認しておいたように、ここにャーマン的宗 が介在していたとしたらどうだったであろ か。津波 死亡した子供の霊を口寄せす ことにより 癒しへと導かれたのかも知れない。
　北川福二の物語と同じく、死者との非意図的直接接触・交流は現在の日本文化の中に連綿として伝承されている。近親者
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の場合、その死を確認することでこの世の家族関係を断ち切り、先祖と子孫という新たな関係を構築するという側面を持つようである。では、事例⑯～事例⑱のような非近親者の場合はどのような解釈が可能であろうか。簡単に答えを見つけられそうにないのだが、アイデンティティー（自己確立）を獲得するためには自分自身による確認と同時に、他者による確認が必要だとするＲ・Ｄ・レインの言
葉
）（（
（
が参考となる。つまり、死者が死者となるためには生者によってその死が確認されなけ
ればならない。さらには 事例⑰にあるようにこ 世への思い・未練 らせるこ で生者と死者 いう新たな関係性が構築できるのであ 。この意識が我々の深層心理の中に存在しているがゆえに、死者の声を聞いたり、死者の姿を見ることになるの あろう。今は単な 憶測でしかない。明確な解答は他日を期したい。註（１） 　佐々木宏幹「シャーマンと癒し」佐々木宏幹他著『伝承と文学 　下』 　岩波書店 　二〇〇一年（２） 　佐々木宏幹「 『治し』と『癒し』のあいだ」医療と宗教を考える会編『こころを癒す』 　同朋舎出版 　一九八八年 　一九～二〇ページ（３） 　佐々木宏幹『 〈ほとけ〉と力』 　吉川弘文館 　二〇〇二年 　一八三ページ（４） 　上田紀行「癒しとトランスフォーメンション」 『季刊仏教』三一号 　一九九五年
上田紀行「生き死にの『我がまま』 」葬送の自由をすすめる会編『葬送の自由と自然葬』 　凱風社 　二〇〇〇年上田紀行『癒しの時代をひらく』 　法蔵館 　一九九七年
（５） 　上田紀行『悪魔祓い』 　講談社 　二〇〇〇年 三一二ページ（６） 　日本におけるホリスティック医学の推進役のひとり帯津良一は、人間を体・心・気・霊性などの有機的統合体ととらえ 、 「社会・自然・宇宙との調和にも
とづく包括的、全体的な健康観 立脚する」のがホリスティック医学だとしている。ここに「霊性」とあるのは霊魂のことであろう。だとすれば霊魂を扱うシャーマニズムとホリスティック医学とは深い関係を有する。帯津良一他著『魂が癒されるとき』 　創元社 　一九九六年 八八ページ帯津良一『ホリスティック医学入門』 　角川書店 　二〇〇九年 　一三五ページ
（７） 　帯津良一他前掲『魂が癒されるとき』 　九八ページ（８） 　宗教と癒しとの関係については次にも言及されている。
大木昌『病と癒しの文化史』 　山川出版社 　二〇〇二年 　三 ページ廣澤隆之「人は『自然』に還れるか」立川武蔵編著『癒しと救い』 　玉川大学出版部 　二〇〇一年 　二一三ページ樋口和彦「和解と救済」飯田真他編『有限と超越』 　岩波書店 一九八三年 　一六一ページ池上良正「現代アメリカのキリスト教神癒論」新屋重彦他編『癒しと和解』 　ハーベスト社 一九九五 一八 ～一八四ページ石井誠士『癒しの原理』 　人文書院 　一九九五年 　一～二ページ
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重兼芳子「知性と祈り」医療と宗教を考える会編『いのちの尊厳』 　同朋舎出版 　一九八八年 　八七ページ鈴木奨荘一「プライマリ・ケアにみる終末期の医療と宗教」医療と宗教を考える会編『いのちの安らぎ』 　同朋舎出版 　一九八八年 　一六ページ
（９） 　佐々木雄司「 ＂宗教＂と精神衛生」医療と宗教を考える会編『こころを癒す』同朋舎出版 　一九八八年 　三〇ページ（
10） 　Ｉ・Ｓ女に関しては、すでに佐々木宏幹によって詳細な報告と考察が行われている。
佐々木宏幹『シャーマニズムの人類学』弘文堂 　一九八四年 　一五五～一八二ページ
（
11） 　М・Ｏ女に関しては次を参照のこと。
高見寛孝「シャーマニズム研究における地域性の問題」佐々木宏幹編『民俗学の地平
―
桜井徳太郎の世界』 　岩田書院 　二〇〇七年
（
12） 　三浦佑之「九九話の
―
遠野物語と明治三陸大津波
―
」
赤坂憲雄「和解について」 　　田中康裕「福二の三度の喪失」河合俊雄「九九話におけるインターフェイスと振り返り」いずれも河合俊 他編著『遠野物語 　遭遇と鎮魂』 （岩波書店、二〇一四年）所収
（
13） 　遠野常民大学編『注釈遠野物語』 　筑摩書房 　一九九七年 　三〇〇ページ
（
14） 　石井光太『津軽の墓標』 　徳間文庫 　二〇一五年 　一〇二～一〇四ページ
（
15） 　同右 二三九ページ
（
16） 　宇田川敬介『震災後の不思議な話』 飛鳥新社 　二〇一六年 　〇～七五
（
17） 　同右 七八～八六ページ
（
18） 　同右 九〇～九六ページ
（
19） 　桜井徳太郎『沖縄のシャマニズム』 　弘文堂 一九七三年
山下欣一『奄美のシャーマニズム』 　弘文堂 　一九七七年池上良正『民間巫者信仰の研究』 　未来社 　一九九九年大橋英寿『沖縄シャーマニズムの社会心理学的研究』 　弘文堂 　一九九九年
（
20） 　王貞月『台湾シャーマニズムの民俗医療メカニズム 中国書店 一 二六三ページ
上田紀行前掲『悪魔祓い』 　一九三ページ根岸謙之助『医療民俗学論』 　雄山閣出版 　一九九一年 四六ページロジャー・ウォルシュ シャーマニズム 精神人類学』 　春秋社 　一九九六年 　二五三ページ
（
21） 　森山公夫『和解と精神医学』 筑摩書房 　一九八 年
（
22） 　Ｒ・Ｄ・レイン『ひき裂かれた自己』 みすず書房 　一九七一年 一八六～ 八 ページ
